
○壁つなぎの許容荷重4.41KN(450kg)の3割増の5.733KN(585kg)を許容荷重として検討する。
【検討条件】

●立地条件 (表1参照)

●基準風速 V0 : (表1参照)

●作用面積 A : (表1参照)

●シート、ネットの高さ H :
●シート、ネットの幅 B :

●シート、ネットの充実率 φ :

●基本風力係数 C0 :
●台風時割増係数 Ke :

●地上高さＺにおける瞬間風速分布係数 S : (表1参照)

●近接高層建築物による割増係数 EB : (表2参照)

【設計用風速】

VZ V0×Ke×Ｓ×EB

【設計用速度圧】

2

【風力係数】

・地面から建っているシート、ネットの縦横比による形状補正係数Ｒ

・建築部に併設された足場の設置位置による補正係数Ｆ
1+0.31φ

・第２構面の風速低減係数γ

以上より風力係数Ｃは
( γ  C0・Ｒ ）
( )

【足場に作用する風圧力】
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【壁つなぎ最上段の検討】

・足場突出長さ
・壁つなぎ間隔

上層2層分の基本風力係数は
ＣＡ＝（0.11+0.09γ+0.９４５Co・R)・FＡ
＝ （ 0.11 + 0.09 ×（ )

＝

壁つなぎは スパン毎なので
単位高さあたりの分布荷重は

W1 ( )
( )

W2 ( )
( )

Ａ点回りのモーメントのつり合いにより

Ｒ×Ｌ2 (W1×L1)×(L2+L1/2)+(W2×L2)×L2/2
( ) ( / ) ( ) /

したがって

以上より
・壁つなぎ KN KN

【支柱結合部ほぞの検討】

・足場幅
・ほぞの許容荷重 (認定基準の荷重)

・モーメント

・荷重
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